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本書はウェルキャブ 車いす収納装置について記載しています。

車両全体の取り扱い方法や注意事項などは、必ず別冊の標準車取扱書をお読みく
ださい。

ただし、ウェルキャブ装備により、お車と標準車取扱書の仕様や機能が一致しな
い場合がありますのでご了承ください。
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本書の見方

お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。
お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につながる
おそれがあることを説明しています。
操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってくださ
い。

押す・まわすなど、していただ
きたい操作を示しています。
フタが開くなど、操作後の作動
を示しています。

説明の対象となるもの・場所を
示しています。
“ してはいけません ”“ この
ようにしないでください”“こ
のようなことを起こさないでく
ださい”という意味です。

機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、
知っておくと便利なことを説明しています。

ハイブリッド車特有の記載について
ハイブリッド車特有の部品名称やスイッチ名称を“〈○○○〉” で表
示しています。（〈補機バッテリー〉など）
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8 1-1. 各部の名称

車いす収納装置の各部の名称

車いす収納装置は 35kg までの車いすを搭載することができ、車いすの
ラゲージルームへの出し入れを補助します。

車いす収納装置

ストッパー
小径タイヤ用補助プレート
使用しないときはストッパー部に取り
付けてください。取り付けについては
トヨタ販売店にご相談ください。

車いす固定ベルト
ベースフレーム
ベルト確認用窓
操作スイッチ

リモコンホルダー
操作ハンドル
大車輪固定アーム
大車輪ストッパー
車いす吊上げアーム
車いす吊上げフック
ストラップ
車いす開き防止バー
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91-1. 各部の名称

1

車
い
す
収
納
装
置

操作スイッチで車いす収納装置のスライドおよび上昇・下降の操作がで
きます。
「上」スイッチ
車いす収納装置を右にスライドさせる
ことと、上昇させることができます。

「下」スイッチ
車いす収納装置を左にスライドさせる
ことと、下降させることができます。

リモコンホルダー
操作しないときは、スイッチ面を表向
きにして、リモコンホルダーにもどし
ます。

操作スイッチ

1

2

3

警告

操作スイッチを収納するときは

また、操作スイッチの上に荷物などが置かれていないことも確認してください。

操作スイッチを使用しないときは、リモコ
ンホルダーに正しい方向で収納してくださ
い。
リモコンホルダー以外の場所に収納したり
正しい方向で収納しないとスイッチが押さ
れ、車いす収納装置が思わぬ動きをして重
大な事故につながるおそれがあり危険で
す。



10 1-2. 準備

車いす収納装置の調整

小径タイヤ用補助プレート

お使いの車いすの後輪が小さい場合、取り付けが必要になります。

大車輪固定アーム

お使いの車いすの後輪のサイズに合わせて調整をしてください。

吊上げアーム

お使いの車いすに合わせて調整をしてください。

車いす吊上げフック

お使いの車いすに合わせて調整をしてください。

車いす開き防止バー

お使いの車いすが固定される位置に合わせて調整をしてください。

車いす固定ベルト

→P. 12, 15

お使いの車いすに合わせて、各部を調整してください。
調整についてはトヨタ販売店にご相談ください。



111-2. 準備

1

車
い
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収
納
装
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収納可能な車いすのサイズ

車いす収納装置で収納可能な車いすのサイズになります。

※1 全高は車いすの手押しハンドルをたたんだ状態の寸法です。
※2 全長は車いすの手押しハンドルと転倒防止バーをたたんだ状態の寸法です。
※3 角度の中に車いすが入っている場合、車いすをセットするときに地面にあたる
おそれがあります。（→P. 31）

車いす収納装置の再調整について

次の場合は車いす収納装置の調整が必要になります。
再調整についてはトヨタ販売店にご相談ください。

異なる車いすにかえたとき

車いすがガタついたりなどして、セットがうまくできないとき

知識

キャスター径 4～7インチ

大車輪径 14～24インチ

全高※1 700mm以下

全長※2 990mm以下

角度※3 70°

車いす前側フレーム間距離 60mm以上

折りたたみ幅 360mm 以下

車いす前側フレーム幅 160mm以下

重量 35kg 以下
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12 1-2. 準備

車いす固定ベルトの取り付け

リヤシートの背もたれを前に倒す（→標準車取扱書の『リヤシート』）
車いす収納装置を車外に出す（→P. 24）
車いす固定ベルトをラゲージ
ルームから取り出す
左側
中央
右側

中央の車いす固定ベルトを分離
させる
･ バックルのボタンを押してロック
を解除してください。
･ 分離させた車いす固定ベルトは、
デッキボードの上に置いてくださ
い。

車いす固定ベルトが車両に取り付けられていない場合は、以下の手順で
取り付けてください。

車いす固定ベルトを車両へ取り付けるときは

1

2

3

1

2

3

バックル ボタン

4



131-2. 準備

1

車
い
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バックル側の中央の車いす固定
ベルトを車いす収納装置に取り
付ける
車いす固定ベルトのリング部
を車いす収納装置の取り付け
穴に通す
車いす固定ベルトをリング部
に通して引っ張り、確実に取り
付ける

左側のリヤシートの背もたれ固
定フックに、左側の車いす固定ベ
ルトを取り付ける
車いす固定ベルトのリング部
を、左側のリヤシートの背もた
れ固定フックに通す
車いす固定ベルトをリング部
に通して引っ張り、確実に取り
付ける
バックルが表側を向いていることを
確認してください。
バックルが裏側を向いている場合
は、車いす固定ベルトの取り付けを
やり直してください。

リング部 取り付け穴

5

1

2

リング部

バックル
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14 1-2. 準備

中央の車いす固定ベルトを結合
させる
･ プレートをバックルに挿し込み
ロックしてください。
･ 中央の車いす固定ベルトにねじれ
がないことと、バックルが表側を
向いていることを確認してくださ
い。
ベルトのねじれやバックルが裏側
を向いている場合は、車いす固定
ベルトのロックをやり直してくだ
さい。

プレート

バックル

バックル

7



151-2. 準備
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車いす固定ベルトの調整

車いすを車内に収納する（→P. 24）
すべての車いす固定ベルトの
バックルのレバーを引き上げ、ベ
ルトをゆるめる

車いす固定ベルトの長さを調整
する
車いす固定ベルトのフックを
右側のリヤシートの背もたれ
固定フックに引っかける
右側と左側の車いす固定ベル
トの調整側ベルトを引っ張り、
長さを調整する
･ 車いすが確実に固定できる位置に
ベルトの長さを調整してくださ
い。（→P. 30）
･ 車いす固定ベルトのリング部が、
車いすのハンドリムにあたってい
ないことを確認してください。

お使いの車いすに合わせて、車いす固定ベルトの長さを調整してください。

車いす固定ベルトを調整するときは

1

車いす固定
ベルト

レバー

2

調整側
ベルト

リング部

3

1

2



16 1-3. ご使用前に確認して いただきたいこと

ご使用前に確認していただきたいこと

ご使用前に、お使いの車いすに合わせて調整をしてください。
（→P. 10）
お使いの車いすに合わせて、車いす固定ベルトの長さを調整してくだ
さい。（→P. 15）
操作はすべて介助の方が行ってください。

35kg までの車いすを搭載することができます。（→P. 11）
車いすを収納する前に、収納可能な車いすの条件を満たしていること
を確認してください。（→P. 11）
電動車いすを収納する場合は、必ず電動車いすのバッテリーを取りは
ずしてください。（→P. 18）

バックドアについて

全開にしないと、車いす収納時、バックドアと車いすが干渉し、車いすの収納が
困難になります。

この項目では、車いす収納装置を使用するにあたって、知っておいて頂
きたいことや、必ず守っていただきたいことをまとめてあります。

車いす収納装置を使用する前に

収納可能な車いすについて

知識



171-3. ご使用前に確認して いただきたいこと

1
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警告

車いすを収納・固定するときは

必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバー／シフトポ
ジションをPの位置にしてください。
車いすが傾いて体や車体にあたるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

平坦な場所で操作

パーキングブレーキを確実にかける

シフトレバー／シフトポジションを P の
位置にする



18 1-3. ご使用前に確認して いただきたいこと

注意

損傷を防ぐために

車いす収納装置を操作する前に次のことを確認してください。
お守りいただかないと、車いすの収納が困難になるばかりでなく、荷物や車い
すを損傷するおそれがあります。

作動範囲内に荷物などが置かれていないこと

リヤシートの背もたれを前に倒していること

バッテリー〈補機バッテリー〉あがりを防ぐために

車いす収納装置の操作をするときは、エンジンをかけて〈ハイブリッドシステ
ムを作動状態にして〉おいてください。
エンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止した状態で操作すると、バッテリー
〈補機バッテリー〉あがりの原因になります。

電動車いすをご使用の方へ

電動車いすのバッテリーは高温にならない場所に保管してください。
バッテリーの劣化が促進されます。（詳しくは電動車いすの取扱説明書を参照
してください）

車いす収納装置に電動車いすを収納する
場合は、必ず電動車いすのバッテリーを取
りはずしてください。
バッテリーがはずれて落下したり、不意に
車いすが動き出し車いす収納装置や車い
すを破損させるおそれがあります。



191-3. ご使用前に確認して いただきたいこと

1

車
い
す
収
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車いすの固定について

警告

車いす・車いす収納装置の固定確認

確実に固定されているか確認してくださ
い。急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどに車いすが車室内にとび込んだり、
車いすが動いて車両や車いすが損傷するな
ど、重大な事故につながるおそれがあり危
険です。
また、車いす固定ベルトにねじれがないこ
とも確認してください。
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22 2-1. 基本操作

操作の流れ

操作前に車両を以下の場所に停車し、パーキングブレーキをかけ、シ
フトレバー／シフトポジションをP の位置にしてください。
･ 安全で平坦な場所（→P. 24, 35）
･ 車両後方に十分なスペースがあり、障害物や段差がない場所
（→P. 34）
操作前に次の状態を確認します。
･ エンジンはかけたまま〈ハイブリッドシステムを作動状態のまま〉
にしていること
･ バックドアが全開にされていること
･ リヤシートの背もたれが前に倒されていること
･ 作動範囲内に荷物などが置かれていないこと
･ 車いす固定ベルトが引っかかっていないこと

スライド
操作スイッチの「上」を押して作動さ
せます。

回転
手動で回転させます。

下降
操作スイッチの「下」を押して作動さ
せます。

安全な場所で、まわりに注意して操作をしてください。
操作はすべて介助の方が行ってください。

車いす収納装置を操作する前に

車外への出しかた

1

2

3



232-1. 基本操作

2

車
い
す
収
納
装
置
の
操
作
方
法

車いす収納装置を次の状態にす
る
車いす吊上げアームを開く
大車輪固定アームを開く
車いす開き防止バーを引き上
げる
ストラップを引いてロックを解除し
てください。

車いすをセットする

上昇
操作スイッチの「上」を押して作動さ
せます。

回転
手動で回転させます。

スライド
操作スイッチの「下」を押して作動さ
せます。

車いすのセットのしかた

1

1

2

3

車内への入れ方

2

1

2
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24 2-2. 車いすの収納・固定

車いすを車内に収納するときは

安全で平坦な場所に停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトレバー
／シフトポジションをPの位置にする
エンジンをかけたまま〈ハイブリッドシステムを作動状態のまま〉にしておきます。

車両後方に十分なスペースがあることを確認する（→ P. 34）
バックドアを全開にする
リヤシートの背もたれを前に倒す（→標準車取扱書の『リヤシート』）

車いすを収納するときは次のように行ってください。
操作はすべて介助の方が行ってください。
収納可能な車いすについては、P. 11 の「収納可能な車いすのサイズ」
を参照してください。

車いす収納装置を車外に出すときは

1

タイプ A（ヤリス） タイプ B（アクア）

2

3

4



252-2. 車いすの収納・固定

2

車
い
す
収
納
装
置
の
操
作
方
法

中央の車いす固定ベルトをゆる
める
バックルのレバーを引き上げて、十分
にのばしてください。

右側のリヤシートの背もたれ固
定フックから、車いす固定ベルト
のフックを取りはずす
･ 取りはずした車いす固定ベルト
は、デッキボードの上に置いてく
ださい。
･ 車いす収納装置の上や作動範囲内
に荷物などが置かれていないこと

車いす収納装置に車いす固定ベルトが引っかかっていないことを確認
する
操作スイッチをリモコンホル
ダーから取り出す

レバー

5

6

7

8



26 2-2. 車いすの収納・固定

操作スイッチの「上」を押し続
け、車いす収納装置をいちばん右
まで、スライドさせる
･ 停止するまでスイッチを押してく
ださい。
･ 黄色マークが見えていることを確
認してください。

車いす収納装置の操作ハンドル
を持ち、車外に向かって回転させ
る
止まるまで回転させてください。

操作スイッチの「下」を押し続
け、車いす収納装置を車外に出す
･ 車いす収納装置の動きが停止した
らスイッチから指を離してくださ
い。
･ ベルト確認用窓から黄色いベルト
が見えたら、それ以上スイッチを
押さないでください。（→P. 51）

操作後、操作スイッチをリモコンホルダーにもどす
スイッチ面を表向きにして収納してください。

黄色
マーク

9

10

11

12



272-2. 車いすの収納・固定

2

車
い
す
収
納
装
置
の
操
作
方
法

車いす吊上げアームを開く
車いす吊上げフックを持って左に回転
させてください。

大車輪固定アームを開く
大車輪ストッパーのハンドルを持って
左に回転させてください。

車いす開き防止バーを引き上げ
る
ストラップを引いてロックを解除して
ください。

車いす右側の後輪を車いす収納
装置に向けた状態で折りたたむ
車いすの折りたたみ方については、お
使いの車いすの取扱説明書をご覧くだ
さい。

車いすのセットのしかた

1

2

3

4



28 2-2. 車いすの収納・固定

車いすの前輪側を持ち上げて、車
いす右側の後輪を大車輪ストッ
パーにあてる
車いすの手押しハンドルを折りたたま
ないで前輪側を持ち上げた場合、車内
に入れる前には手押しハンドルをたた
んでください。（→ P. 31）

車いす収納装置に車いすをセッ
トする
車いす吊上げフックに右側の
車いす前側フレームを引っか
ける
車いすが広がらないように手
を添えながら、車いす開き防止
バーを下げる
車いすが確実に固定されていること
を確認してください。

車いすのブレーキを両輪ともかける
車いすのブレーキのかけ方については、お使いの車いすの取扱説明書をご覧くださ
い。

5

6

1

2

7
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2

車
い
す
収
納
装
置
の
操
作
方
法

操作スイッチをリモコンホル
ダーから取り出す

操作スイッチの「上」を押し続
け、車いす収納装置を車内に格納
する
･ 停止するまでスイッチを押してく
ださい。
･ 黄色マークが見えていることを確
認してください。

車いす収納装置の操作ハンドル
を持ち、車内に向かって回転させ
る
･ 止まるまで回転させてください。
･ 回転させる前に、車いすの手押し
ハンドルがたたまれていることを
確認してください。

操作スイッチの「下」を押し続
け、車いす収納装置をいちばん左
までスライドさせる
･ ストッパーにあたるまでスライド
させたら、スイッチから指を離し
てください。（→P. 51）
･ 黄色マークが見えていないことを
確認してください。

操作後、操作スイッチをリモコンホルダーにもどす
スイッチ面を表向きにして収納してください。

車いすを車内に入れるときは

1

黄色マーク

2

3

4

5



30 2-2. 車いすの収納・固定

車いす固定ベルトを使用して車いすを固定します。
ベルトは次の場所を目安に引っかけてください。
車いすを固定する前に、車いす固定ベルトの調整を行ってください。
（→P. 15）
左側の車いす固定ベルトが車い
すに引っかかっていることを確
認する
車いす固定ベルトのフックを右
側のリヤシートの背もたれ固定
フックに引っかける
右側の車いす固定ベルトが車い
すに引っかかっていることを確
認する
中央の車いす固定ベルトの調整
側ベルトを引っ張り、車いすを確
実に固定する

バックドアを閉める
･ バックドアを閉めるときは、車いすを挟み込まないこと、および車いす収納装
置や車いすの手押しハンドルなどがリヤウインドウガラスにあたらないこと
を確認しながら、ゆっくりと閉めてください。
･ ただちに走行しないときはエンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止します。

車いすの固定のしかた

調整側ベルト

1

2

3

4

固定後、走行する前に



312-2. 車いすの収納・固定

2

車
い
す
収
納
装
置
の
操
作
方
法

車いす収納装置が動かないときは

操作スイッチを押しても動かないときは、車いす収納装置が完全に回転してい
ることを確認してください。（→P. 49）

連続して何度も車いす収納装置の操作を行うと、モーターが過熱して作動しな
くなることがあります。この場合は、10 分以上待ってから再度操作してくだ
さい。

車いすの出し入れについて

知識

車いすの種類によっては、出し入れの際に車
いすの背もたれが地面に触れ、汚れる場合が
あります。

その場合は、手押しハンドルをたたまないで
出し入れさせることにより、手押しハンドル
は汚れますが背もたれが地面にあたるのを
防ぐことができます。

車いすを収納するときは、車内に向かって回
転させる前に手押しハンドルをたたんでく
ださい。 （→P. 29）

警告

車いす収納装置を操作するときは

車いすを車いす収納装置にセットするときは、使用する車いすに合わせて、車
いす収納装置の調整をしてください。（→P. 10）
調整をしていないと車いすの固定がはずれ、車いすが不意に脱落してけがをし
たり、車いすが破損したりするおそれがあります。

可動部付近に手を置かないでください。
操作時に車いす収納装置と車両のあいだ
に手を挟み、けがをするおそれがありま
す。



32 2-2. 車いすの収納・固定

警告

車いすを収納するときは

手などを挟んだり、車いすや車両に体があたらないように注意してください。

車いす収納装置で車いすを収納したあとは、必ず車いす固定ベルトで確実に固
定してください。
急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに車いすが車室内にとび込んだ
り、車いすが動いて車両や車いすが損傷するなど、重大な事故につながるおそ
れがあり危険です。（→P. 19）

車いすを固定したときは

固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。確実に固定されていないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときな
どに車いすが車室内にとび込み、重大な事故につながるおそれがあり危険です。

車いすを固定・解除するときは

車いすに手を添えて、車いすが動かないようにしてください。
車いすが倒れて体にあたるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

車いす収納装置に車いすをセットすると
き、車いすのアームレスト部や車いす開き
防止バーで指を挟まないように注意して
ください。



332-2. 車いすの収納・固定

2

車
い
す
収
納
装
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の
操
作
方
法

注意

車いすを収納する前に

車いす収納装置には車いす以外のものをのせたり、荷物などを置かないでくだ
さい。
操作時にのせたものが落下して車両を損傷したり、故障したりするおそれがあ
ります。

車いすを収納する際、P. 11の「収納可能な車いすのサイズ」の条件を満たし
ていることを確認してください。
車いす収納装置の故障および車いすの収納・固定が困難になり、車両を傷付け
るおそれがあります。

車いすを収納する前に、必ずバックドアが全開になっていることを確認してく
ださい。
全開になっていないと、車いす収納時、バックドアと車いすが干渉し、損傷す
るおそれがあります。

車いすを収納・固定するときは

車いす固定ベルトにねじれがないこと、および鋭利な角部にあたっていないこ
とを確認してください。
正しくかけないとベルトが切れるおそれがあります。

固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。
バックドアを閉めるときや走行中に車いすがリヤウインドウガラスなどにあ
たり、損傷するおそれがあります。

バックドアはゆっくりと閉めてください。
バックドアをいきおいよく閉めると、車いすや車いす収納装置がリヤウインド
ウガラスなどにあたり、損傷するおそれがあります。

車いすを固定したまま長時間放置しないでください。
車いすのハンドリムが変形するおそれがあります。

車いすを固定・解除するときは

車いすを固定・解除するときは、車いすに手を添えて、車いすが動かないよう
にしてください。
車いすが倒れ、車いすや車両を損傷するおそれがあります。



34 2-2. 車いすの収納・固定

注意

車いすを出し入れするときは

障害物や段差がない場所で行ってください。
車いす収納装置を出した先に障害物や段差がある場合、車いす収納装置や車い
すを損傷したり、車いすがはずれて落下したりするおそれがあります。

後輪が小さい車いすなどは、車いす収納装置にセットするときや車外に出すと
きに、背もたれが地面にあたり、汚れたり傷ついたりするおそれがあります。
（→P. 31）

車いす収納装置を車外へ出したり収納し
たりするときは、車両後方と地面とのあい
だに十分なスペースがあることと、平坦な
場所であることを確認してください。

車いすのサイズによっては、セットすると
きに背もたれが地面にあたるおそれがあ
ります。（→P. 11）
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車
い
す
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車いすを車外に出すときは

安全で平坦な場所に停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトレバー
／シフトポジションをPの位置にする
エンジンをかけたまま〈ハイブリッドシステムを作動状態のまま〉にしておきます。

車両後方に十分なスペースがあることを確認する（→ P. 34）
バックドアを全開にする
中央の車いす固定ベルトをゆる
める
バックルのレバーを引き上げて、十分
にのばしてください。

車いすを車外に出すときは次のように行ってください。
操作はすべて介助の方が行ってください。

車いすを車外に出すときは

1

タイプ A（ヤリス） タイプ B（アクア）

2

3

レバー

4



36 2-2. 車いすの収納・固定

車いす固定ベルトのフックを右
側のリヤシートの背もたれ固定
フックから取りはずす
･ 取りはずした車いす固定ベルト
は、デッキボードの上に置いてく
ださい。
･ 作動範囲内に荷物などが置かれて
いないこと

車いす収納装置に車いす固定ベルトが引っかかっていないことを確認
する
操作スイッチをリモコンホル
ダーから取り出す

操作スイッチの「上」を押し続
け、車いす収納装置をいちばん右
まで、スライドさせる
･ 停止するまでスイッチを押してく
ださい。
･ 黄色マークが見えていることを確
認してください。

車いす収納装置の操作ハンドル
を持ち、車外に向かって回転させ
る
止まるまで回転させてください。

5

6

7

黄色
マーク

8

9
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車
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操作スイッチの「下」を押し続
け、車いす収納装置を車外に出す
･ 車いすの後輪が地面についたら、
スイッチから指を離してくださ
い。
･ ベルト確認用窓から黄色いベルト
が見えたら、それ以上スイッチを
押さないでください。（→P. 51）
･ 車いすの背もたれが地面にあたる
のを防止したいときは、車いすの
手押しハンドルを開いた状態にし
てください。（→P. 31）

操作後、操作スイッチをリモコンホルダーにもどす
スイッチ面を表向きにして収納してください。

車いすのブレーキを両輪とも解除する
車いすのブレーキの解除については、お使いの車いすの取扱説明書をご覧くださ
い。

車いすを支えながら、車いすと車
いす収納装置を解除する
車いすが広がらないように手
を添えながら、ストラップを引
く
車いす開き防止バーを引き上
げる

車いすの前輪側を地面におろす

10

車いすの解除のしかた

11

1

2

1

2

3



38 2-2. 車いすの収納・固定

車いす開き防止バーを下げる

大車輪固定アームをたたむ
･ 大車輪ストッパーのハンドルを
持って右に回転させてください。
･ リヤシートの背もたれを前に倒し
たままにしておくと、アームをた
たまないで車いす収納装置を車内
にもどすことができます。
（→P. 41）

車いす吊上げアームをたたむ
･ 車いす吊上げフックを持って右に
回転させてください。
･ リヤシートの背もたれを前に倒し
たままにしておくと、アームをた
たまないで車いす収納装置を車内
にもどすことができます。
（→P. 41）

4

5

6
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車
い
す
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操作スイッチをリモコンホル
ダーから取り出す

操作スイッチの「上」を押し続
け、車いす収納装置を車内に格納
する
･ 停止するまでスイッチを押してく
ださい。
･ 黄色マークが見えていることを確
認してください。

車いす収納装置の操作ハンドル
を持ち、車内に向かって回転させ
る
止まるまで回転させてください。

操作スイッチの「下」を押し続
け、車いす収納装置をいちばん左
までスライドさせる
･ ストッパーにあたるまで車いす収
納装置をスライドさせたら、ス
イッチから指を離してください。
（→P. 51）
･ 黄色マークが見えていないことを
確認してください。

操作後、操作スイッチをリモコンホルダーにもどす
スイッチ面を表向きにして収納してください。

車いす収納装置を車内にもどすときは

1

黄色マーク

2

3

4

5



40 2-2. 車いすの収納・固定

車いす固定ベルトで車いす収納装
置を固定する
車いす吊上げフックに、左側の
車いす固定ベルトがかかって
いることを確認する
車いす固定ベルトのフックを
右側のリヤシートの背もたれ
固定フックに引っかける
すべての車いす固定ベルトの
調整側ベルトを引っ張る

リヤシートの背もたれを起こす（→標準車取扱書の『リヤシート』）
車いす吊上げアームと大車輪固定アームをたたまないで、車いす収納装置を車内に
もどした場合は、リヤシートの背もたれを起こさないでください。（→ P. 41）

バックドアを閉める
ただちに走行しないときはエンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止してください。

調整側ベルト

6

1

2

3

7

8
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2

車
い
す
収
納
装
置
の
操
作
方
法

車いす収納装置が動かないときは

→P. 31

車いすの出し入れについて

→P. 31

車いすを頻繁に出し入れするときは

車いすを収納・固定しないときは

車いす固定ベルトのフックを右側のリヤシートの背もたれ固定フックに引っか
けてください。
車いす収納装置操作時に引っかかったり、バックドアに挟まれたりすることを
防止することができます。

車いす収納装置を車内にもどしたあとは、車いす固定ベルトで固定してくださ
い。
固定することにより、走行中の車いす収納装置の音や振動を防止することがで
きます。

知識

リヤシートの背もたれを前に倒したままに
しておくと、車いす吊上げアームと大車輪固
定アームをたたまないで、車いす収納装置を
車内にもどすことができ、車いすを頻繁に出
し入れするときなどに便利です。
アームをたたまないで車いす収納装置を車
内にもどした場合は、リヤシートの背もたれ
を起こさないでください。（→P. 42）
そのまま走行する場合は、車いす固定ベルト
で固定してください。

警告

車いす収納装置を操作するときは

→P. 31

車いすを固定・解除するときは

→P. 32



42 2-2. 車いすの収納・固定

注意

故障・損傷を防ぐために

車いすを出し入れするときは

→P. 34

車いすを固定・解除するときは

→P. 33

緊急時以外は、車いす収納装置を手動で格
納しないでください。
手動で格納すると、故障の原因になるおそ
れがあります。

車いす収納装置の車いす吊上げアームと
大車輪固定アームがリヤシートの背もた
れにあたらないことを確認してください。
リヤシートにアームがあたり破損するお
それがあります。

リヤシートの背もたれを起こしてい
る場合：
アームを開いたまま、車いす収納装置
を車内にもどさないでください。

アームを開いたまま車いす収納装置
を格納している場合：
リヤシートの背もたれを起こさない
でください。

車いす収納装置を車内にもどすときは、車
いす開き防止バーを起こしてください。
倒している状態だと、車両とあたり破損す
るおそれがあります。

1

2
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44 3-1. パンクしたときは

タイヤパンク応急修理キットの取り出し

車いす収納装置の右図の場所に収
納されています。
使用するときは、固定バンドをはずし、
タイヤパンク応急修理キットを取りは
ずしてください。

タイヤパンク応急修理キットは、車いす収納装置のベースフレーム左側
に装備されています。
使用方法は標準車と同様ですので、標準車取扱書の『パンクしたときは
（タイヤパンク応急修理キット装着車）』を参照してください。

タイヤパンク応急修理キットの収納場所

固定バンド



453-1. パンクしたときは

3

万
一
の
場
合
に
は

工具の取り出し

デッキボードの下図の場所に工具袋が収納されています。
収納するときは2つのゴムバンドで固定してください。

デッキボードの下図の場所に停止表示板を収納することができます。
･ 収納するときは2つのゴムバンドで固定してください。
･ 停止表示板のケースの大きさや形状によっては、収納できない場合がありま
す。

車いす収納装置の下にあるデッキボードに、工具袋が装備されています。
また、デッキボードには停止表示板を収納することもできます。
ジャッキを取り出すときは、操作スイッチとリモコンホルダーを取り外
してください。

工具袋の収納場所

タイプ A（ヤリス） タイプ B（アクア）

停止表示板収納スペース

タイプ A（ヤリス） タイプ B（アクア）



46 3-1. パンクしたときは

ジャッキを取り出すときは、以下の手順で取り出してください。
ジャッキはトヨタ販売店で購入することができます。詳しくは販売店に
おたずねください。
操作スイッチおよびリモコンホ
ルダー取り付け部をベースフ
レームから取りはずす
リモコンホルダー取り付け部は面ファ
スナーで取り付けられています。

カバーをはずしジャッキを取り出す（→標準車取扱書の『パンクした
ときは（応急用タイヤ装着車）』）
ジャッキを格納したあとは、操作スイッチおよびリモコンホルダー取
り付け部をもとにもどす
リモコンホルダー取り付け部をベースフレームに押さえ付けるように取り付け、固
定されていることを確認してください。

ジャッキの取り出し方

1

2

3



473-2. 故障かな？と お考えになる前に

3

万
一
の
場
合
に
は

ヒューズの交換

助手席側ヒューズボックス
ヒューズの点検・交換方法については、標準車取扱書の『ヒューズの
点検・交換』をお読みください。

操作スイッチを押しても車いす収納装置が動かないときは、ヒューズ切
れが考えられます。
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してくださ
い。

ヒューズ位置

ヒューズ

ヒューズ

タイプ A（ヤリス）

タイプ B（アクア）

ヒューズ名称 アンペア数 使用装置

DOOR F/L 20 A 車いす収納装置



48 3-2. 故障かな？と お考えになる前に

ヒューズを交換したあとは

次の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。

交換しても再びヒューズが切れるとき

交換しても車いす収納装置が動かないとき

知識

警告

車の故障や火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない

必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用する

ヒューズやヒューズボックスを改造しない



493-2. 故障かな？と お考えになる前に

3

万
一
の
場
合
に
は

車いす収納装置が動かないときは

車いす収納装置を車外に出すときは
次の状態を確認してください。
黄色マークが見えていること
いちばん右までスライドさせてくだ
さい。

完全に回転していること
車外に向かって回転させてくださ
い。
完全に回転させないと作動しませ
ん。

車いす収納装置を車内にもどすときは
次の状態を確認してください。
黄色マークが見えていること
止まるまで回転させてください。

完全に回転していること
車内に向かって回転させてくださ
い。
完全に回転させないと作動しませ
ん。

作動条件を確認後、スイッチを押しても車いす収納装置が動かないとき
は、ヒューズを点検・交換してください。（→P. 47）

車いす収納装置が動かない場合は、次のことを確認してください。

作動条件の確認

黄色マーク1

2

黄色マーク

1

2

ヒューズの点検・交換



50 3-2. 故障かな？と お考えになる前に

車いす収納装置の回転について

知識

車いす収納装置が水平の状態から車外へ
下降させるまでのあいだの位置で、車内側
に回転させてしまうと、操作スイッチを押
しても車外へ下降させることができなく
なります。
車いす収納装置が完全に車外に回転して
いることを確認してください。

車内側に回転させてしまった場合：
車内へ格納する方向には作動しますが、
車外へ下降する方向には作動しません。

完全に車外に回転している場合：
車内へ格納・車外へ下降のどちらにも作
動します。

1

2



513-2. 故障かな？と お考えになる前に

3

万
一
の
場
合
に
は

次のどちらかの操作をすると、すべての作動が操作スイッチと反対にな
ります。
車内にもどしているとき（スライド作動時）
ストッパーに車いす収納装置
があたっている
さらに操作スイッチの「下」を
押し続ける
車いす収納装置が右にスライドし始
めたら作動が逆転しています。

車外に出しているとき（上昇・下降作動時）
ベルト確認用窓から黄色いベ
ルトが見えてくる
黄色いベルトは車いす収納装置の振
出し端であることを示します。

黄色いベルトが出てきたあと
も、さらに操作スイッチの「下」
を押し続ける
車いす収納装置が格納し始めたら作
動が逆転しています。

もう一度、「車内にもどしているとき」か「車外に出しているとき」のど
ちらかの状態で操作スイッチを押し続け、作動を逆転させてください。
次の状態になると正常な状態になります。

車いす収納装置の作動逆転について

1

2

1

2

車いす収納装置の正常な作動へのもどし方

作動状況
操作スイッチ

「下」を押す 「上」を押す

車内にもどしているとき
（スライド作動時） 左にスライドする 右にスライドする

車外に出しているとき
（上昇・下降作動時）

車いす収納装置が
車外に出る

車いす収納装置が
車内にもどる



52 3-2. 故障かな？と お考えになる前に

車いす収納装置の作動が逆転しかけている場合、最大約 1分間、操作
スイッチを押し続けないと作動しません。
操作スイッチを押し続けているときに、ベルト確認用窓の中のベルト
が動いていない場合は、ただちに操作を中止して、トヨタ販売店にご
相談ください。

車いす収納装置を操作している途中で停止したり、何かに引っかかるよ
うな動きをする場合、内部の部品に問題があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

トヨタ販売店で点検を受けてください。

操作スイッチを押しても動かない場合

操作している途中で停止する場合

作動条件の確認およびヒューズの点検・交換をしても動かない場合



533-3. 緊急時の対処法

3

万
一
の
場
合
に
は

車いす収納装置が車外に出た状態で動かないときは

車いす収納装置を手動で格納するときは、車内を傷などから保護するた
めに布などをご用意ください。

操作前に、次の状態を確認してください。
バックドアが全開になっていること
作動範囲内に荷物などが置かれていないこと
車いす収納装置に車いすがセットされている場合、車いすのセットを
解除して外に出す
車いす吊上げアームと大車輪固定アームがたたまれていること

布などを用意して図の位置を両
手で持つ
ベースフレーム左側を目安に
布などを用意する
右手で操作ハンドルを持つ
左手で下側の中央部分を持つ

万一、車いす収納装置を車外に出ている状態でもどせなくなったときは、
バックドアを閉めることができません。
ヒューズを点検・交換（→ P. 47）しても動かない場合は、この項目に
記載されている要領で車内に格納して、トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

用意するもの

車いす収納装置を車内にもどす前に

車いす収納装置の手動での格納のしかた

1

1

2

3



54 3-3. 緊急時の対処法

車いす収納装置が、水平になるま
で持ち上げられることを確認す
る
･ 無理な力をかけずに、持ち上げて
ください。
･ 水平に持ち上げられなかった場合
は、P. 55 の「水平に持ち上げら
れない場合の手動での格納のしか
た」をご確認ください。

水平に持ち上げたまま、車内に押
し込む
･ 操作ハンドルから右手を離して、
車いす収納装置の「A」部を押し
込んでください。
･ 押し込めなくなったら、必要以上
に押さえ付けないでください。

「A」部を押し込みながら、車内
に向かって回転させる
車いす収納装置が跳ね上がろうとする
ので、手を離さないでください。

車いす収納装置を跳ね上げた状
態にする
手のちからをゆっくり抜いて、
跳ね上げた状態にする
車いす収納装置を車内左側に
あて、動かないことを確認する
先端に布などを挟み、車内を保護し
てください。

2

A3

A4

布
5

1

2



553-3. 緊急時の対処法

3

万
一
の
場
合
に
は

完全に車外に出ていない位置で動かなくなった場合は、車いす収納装置
を水平に持ち上げることができないおそれがあります。
その場合は、次の手順で格納してください。
布などを用意して図の位置を両
手で持つ
ベースフレーム左側を目安に
布などを用意する
図の「A」部に右手を添える
左手で下側の中央部分を持つ

車いす収納装置を車内に押し込
む
･ 車いす収納装置の「A」部を押し
込んでください。
･ 押し込めなくなったら、必要以上
に押さえ付けないでください。

「A」部を押し込みながら、車内
に向かって回転させる
車いす収納装置が跳ね上がろうとする
ので、手を離さないでください。

水平に持ち上げられない場合の手動での格納のしかた

A1

1

2

3

A2

A3



56 3-3. 緊急時の対処法

車いす収納装置を跳ね上げた状
態にする
手のちからをゆっくり抜いて、
跳ね上げた状態にする
車いす収納装置が動かないこ
とを確認する
先端に布などを挟み、車内とストッ
パーを保護してください。

手動格納時のベルトについて

車いす収納装置を手動で格納した場合、車いす収納装置内のベルトがゆるんで外
に出ている状態になります。
トヨタ販売点で点検を受ける際には、ベルトの確認もご依頼ください。

布

4

1

2

知識

警告

修理が完了するまでは

車いす収納装置を使用しないでください。

車いす収納装置を操作するときは

車いす収納装置を手動で格納するときは、
可動部付近に手を置かないでください。
操作時に装置と車両のあいだに手を挟み、
けがをするおそれがあります。



573-3. 緊急時の対処法

3

万
一
の
場
合
に
は

注意

車いす収納装置を手動で車内に格納するときは

車いす収納装置を手動で格納した場合、車いす収納装置内のベルトが緩んで外
に出ている状態になります。
ベルトを挟み込まないように注意しながら格納してください。

破損・損傷を防ぐために

車いす収納装置を手動で格納した場合は、
装置は完全に格納されません。
この状態で上から押さえ付けたり荷物を置
いたりしないでください。
内部の部品が変形し、故障の原因になりま
す。



58 3-3. 緊急時の対処法



点検・整備項目

59

4

4-1. 点検・整備項目
定期点検整備............................  60



60 4-1. 点検・整備項目

定期点検整備

※ 空欄については点検および交換の必要はありません。

故障を減らして長く大切に使うために、定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、巻末の記録簿を A4 サイズにコピーして使
用してください。

点検整備項目

点検時期

備考

自家用車

操作時の異常な動き・振動・異音 ○ ○

駆動ベルト、ストラップの傷・
ほつれ ○ ○ ほつれが始まったら

交換

ダンパーの油漏れ ○

摺動部のグリス潤滑状態 ○
引っかかり・異音があ
る場合、必要に応じて
給油

ベルトの傷・ほつれ ○ ほつれが始まったら
交換

交
換
時
期
年

（

（

日
常
点
検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

車
い
す
収
納
装
置

車
い
す
固
定

ベ
ル
ト



さくいん
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こんなときは
（症状別さくいん）..............................62
五十音順さくいん................................64



62 こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

作動範囲内に荷物などが置かれていませんか？
（→P. 18, 22, 25, 36）
車いす収納装置が止まるまで操作スイッチを押しましたか？
（→P. 26, 29, 36, 39, 49）

車外に向かって完全に回転させていますか？（→P. 26, 36, 49）
操作の途中で、車外側から少しでも回転がもどっていませんか？
（→P. 50）

車いす収納装置に搭載できる重さをこえていませんか？
（→P. 8, 11, 16）

車いす収納装置を車内側へ止まるまで回転させていますか？
（→P. 29, 39, 49）

お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただく前にまず次のことを確認
してください。

車いす収納装置について

回転させることができない

車外に出すことができない

車内に格納することができない

車内に格納してから左にスライドできない



63こんなときは（症状別さくいん）

所定サイズ以外の車いすを格納していませんか？（→ P. 11）
使用する車いすに合わせて車いす収納装置を調整していますか？
（→P. 10, 11）
平坦な場所で、車いすの後輪が地面につくまで車外に出しています
か？（→P. 34）

車外に出しているときに、ベルト確認用窓から黄色いベルトが出てき
てから、さらに操作スイッチを「下」に押し続けていませんか？
（→P. 51）
車内にもどしているときに、ストッパーにあたってから、さらに操作
スイッチを押し続けていませんか？（→P. 51）

車いす固定ベルトが引っかかっていませんか？（→P. 25）
操作スイッチの押しすぎにより、作動が逆転しかけていませんか？
（→P. 51）
連続で使用して車いす収納装置が熱くなっていませんか？（→P. 31）
バッテリー〈補機バッテリー〉があがっていませんか？（→ P. 18）
ヒューズが切れていませんか？（→P. 47）

車いすのセット・解除ができない
車いすが干渉して格納できない

車いす収納装置が操作スイッチと逆の動きをした

車いす収納装置が動かない、または作動中に停止した



64 五十音順さくいん

五十音順さくいん

緊急時の対処法
車いす収納装置が車外に
出た状態で動かないときは.... 53

車いす
解除のしかた.............................. 35
固定のしかた.............................. 30
車外に出すときは ...................... 35
収納可能なサイズ ...................... 11
収納のしかた.............................. 24
収納・固定しないときは........... 41

車いす固定ベルト............................... 8
解除のしかた......................25, 35
固定のしかた.............................. 30
調整のしかた.............................. 15
取り付けるときは ...................... 12

車いす収納装置
動かないときは...........................49
車いす固定ベルト..........................8
車いす吊上げアーム......................8
車いす吊上げフック......................8
車いすのセットのしかた...........27
車いす開き防止バー......................8
作動が逆になったときは...........51
車外に出すときは.......................24
車外に出た状態で
動かないときは........................53
車内にもどすときは...................39
小径タイヤ用補助プレート .......10
ストラップ .....................................8
操作スイッチ ........................... 8, 9
操作ハンドル .................................8
大車輪固定アーム..........................8
ベルト確認用窓..............................8
リモコンホルダー..........................8

車いす収納装置の調整.....................10
車いすの固定について.....................19

き

く



65五十音順さくいん

故障かな？とお考えになる前に
車いす収納装置が
動かないときは ....................... 49
ヒューズの交換.......................... 47

工具の取り出し
工具袋の収納場所 ...................... 45
停止表示板収納スペース........... 45
ジャッキの取り出し方............... 46

ご使用前に確認して
いただきたいこと......................... 16

収納可能な車いすのサイズ ............ 11

操作スイッチ .................................8, 9

タイヤパンク応急修理キットの
取り出し.........................................44

定期点検整備記録簿 ......................巻末
点検・整備項目
定期点検整備 ..............................60

パンクしたときは
工具の取り出し...........................45
タイヤパンク応急修理キットの
取り出し ...................................44

ヒューズ
助手席側ヒューズボックス .......47

こ

し

そ

た

て

は

ひ
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